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̍ɽ͸͡Ίʹ

ɹインターネット上のϢネスコ（国際連合教育科学文Խ機
関）のੈքのة機ޠݴ地ਤ（"UMBs PG UIF 8PSME`s -BOHVBHFs 
JO DBOHFS）に、日本ࣾ会のফ໓ة機ޠݴとしͯ⚘ޠݴが
記͞ࡌΕ͍ͯるɻ2050年に͸ফ໓するか΋しΕな͍、ଘࡏ
のة機にවし͍ͯるޠݴで͋るɻ
ɹ本ߘで͸、ফ໓ة機ޠݴのະདྷ΁の持続可能性を͑ߟる
みとしͯ、ච者がԭೄ県宮古島市の研究フィールドで記ࢼ
録、ࡱӨしたドキュメンタリー映૾のஅยを঺介するɻ

̎ɽޠݴͷଟ༷ੑ

���ɹޠݴͷଟ༷ੑͱফ໓ޠݴػةͷؔੑ܎
ɹ21ੈࡏݱل、日本に͸、⚑）ઌॅ民ޠݴのアイψޠとླྀ
球Ԧ国࣌代からのླྀ球ॾل19ੈ（⚒、ޠから日本にҠॅを
したオールドカϚーの฼ޠで͋るؖ国ޠ΍中国ޠ、⚓）
1990年վఆೖ国؅ཧ法に൐͍Ҡॅした、日ܥ人を中৺とし
たχューカϚーの฼ޠで͋るポルトガルޠ΍スϖインޠ、
⚔）非ݍࣈ׽のχューカϚーҠ民の฼ޠで͋るフィリピン
で΋ޠݴで΋Ի੠ޠݴ等、また、⚕）書記ޠ΍ネパールޠ
な͍「ख話ޠݴ」の日本ख話なͲ、「日本ޠ」Ҏ外のޠݴ
がݱଘし、日本ࣾ会の中にこのようなޠݴの多༷性がଘࡏ
し͍ͯるɻ（FVKJUB�3PVOE � .BIFS
 2017）ɻ
ɹしかし、この多༷性͸たͩ୯にޠݴの広がりをҙຯする
ので͸なく、1868年の明治ҡ新をى点とする日本のۙ代Խ
に関Θる「ޠݴ」の多༷性にݶఆ͞Ε͍ͯると͍͑るɻ明
治ҡ新を1869、ͯܦ年にアイψの地͸北ւ道に、1879年に

（当࣌͸「ླྀ球ൡ」で͋ͬた）ླྀ球Ԧ国の島ʑ͸ԭೄ県と
まΕたࠐ政୯Ґに組みߦ島県にͦΕͧΕ日本の新たなࣇࣛ
ྺ࢙が͋るɻϞーリスʹスズキ（2014�26）͸、1740年代
に͸઎क島と͍う島で͸ަқ所΍教会が置かΕ、地ݩのア
イψの人たちがロシア人๵қ業者΍ฌ࢜、એ教師らのӨڹ
をडけ、ٸ଎にロシアԽが進Μͩことから、日本͸北ํの
国境ઢをकるたΊにアイψを日本人で͋るとఆ義し直すこ
とがඞཁͩͬたとࢦఠするɻ
ɹまͣ、明治࣌代の国家によるޠݴ政策としͯ、東京の山
のखこと͹を基盤とした「ඪ準ޠ」を࠾༻し、1886年の学
校ྩ発෍後、この「ඪ準ޠ」を学校の教授ޠݴとしͯීٴ
ͤ͞た（CBSSPMM 2001）ɻͦの݁果、日本のࣾ会ޠݴとしͯ
ఆணし、ࡏݱのফ໓ة機ޠݴのਰୀの一Ҽとなͬたこと͸

൱Ίな͍ɻイ（1996�262）が͍うように戦લ͸「ඪ準੍ޠఆ」
と͍う名の΋とにํݴが൰しΉ΂͖こと͹としͯᩫΊら
Ε、「ඪ準ޠ」と͍う֓念͸明治Ҏ߱のํݴ๾໓運ಈのシ
ンϘルと΋なͬたɻํݴの話しख͸自෼の฼ޠに対するਂ
͍ྼ等ײをう͑つけらΕ、࣮際、学校でํݴをޱにした生
ెのटにみͤしΊの「േࡳ」੍度、すなΘち「ํࡳݴ」が
ΘΕたɻߦ஄ѹがݴΘΕํ࢖
ɹこうしͯ21ੈࡏݱل、ඪ準ޠԽ͞Εた「日本ޠ」͸、日
本ࣾ会の中での「ڞ௨ޠ」となͬたɻ一ํで、2003年にϢ
ネスコの専໳委員会から日本にק告͞Ε、2009年に͸Ϣネ
スコのインターネット上のੈքのة機ޠݴ地ਤに記͞ࡌΕ
た日本国಺の⚘ޠݴのফ໓ة機ޠݴ͸、ࡏݱで͸話者਺が
機にවし͍ͯるɻઌड़したようにۙ代Խのةগしফ໓のݮ
中で日本ޠが「ඪ準ޠ」となり力を持つようになͬたこと
から、日本ࣾ会の文຺の「ޠݴの多༷性」で͸日本ޠがࣾ
会の中で高͍地Ґを持ち、ͦのଞのޠݴ͸「日本ޠ」と相
対Խしたと͖にࣾ会的地Ґが௿͍とೝࣝ͞Εることがݱঢ়
で͋Ζうɻここで͸、同͡「ޠݴ」で͋ͬͯ΋、Ϛジϣリ
ティとϚイϊリティと対立し͍ͯるߏ଄の上で成り立つ΋
ので͋るとཧղで͖るɻಠ立したମܥ΍ߏ଄を持つ「ޠݴ」
と͸͍͑、࣮際に͸ޠݴ間にࣾ会的な力関܎がಇ͖、多༷
性の「多」をなすޠݴ͸等しくฒΜで͸͍な͍ɻ
ɹ「日本ޠ」の高͍地Ґ͸また、࣌に「୯一ޠݴ」、「୯一
文Խ」の国と͍うݴઆとなͬͯݱΕることが͋るɻফ໓ة
機ޠݴで͸͋るが、Ϣネスコと͍う国際機関から日本国಺
の⚘ޠݴがೝఆ͞Ε͍ͯるҎ上͸、日本の外からみた場合
に日本ޠҎ外に⚘ޠݴのޠݴがݱଘし͍ͯるとཧղ͞Ε
るɻつまり、日本国಺でのݴઆにनΘΕ͍ͯると、本དྷの

「国家ޠݴ୯一」、づくこと΋な͍ままؾに「の多༷性ޠݴ」
と͍うݴ͍ڱઆの中で݁׬することになるɻ
���ɹফ໓ޠݴػةͷࡏݱࠓ
ɹফ໓ة機ޠݴの一つͻとつのޠݴ͸、ྺ࢙的な文຺、地
ཧ的、ࣾ会的、環境的ཁҼにお͍ͯҟなる΋ので͋るɻ
ɹここで͸、日本国಺のফ໓ة機ޠݴと名͞ࢦΕ͍ͯる⚘
こΕらの、ͯ؍地ਤ上でޠݴ機ةをϢネスコのੈքのޠݴ
ফ໓ة機ޠݴの特௃をまͣଊ͑ͯみた͍ɻ地ਤの北からೆ
に޲かͬͯ、アイψޠ（北ւ道）、ീৎޠ（東京都）、Ԅඒ
༩、ޠീॏ山、ޠ宮古、ޠԭೄ、ޠ国಄、（島県ࣇࣛ）ޠ
ಹ国ޠ（ԭೄ県）の⚘ޠݴで͋るɻ
ɹਤ̍で֬ೝで͖ること͸、まͣ、⚘ޠݴ͸日本の国境の

日本社会にも、2050年までに消滅するかもしれない危機に瀕している言語がある。ユネスコによる世界の危機言語地図
には、アイヌ語（北海道）、八丈語（東京都）、奄美語（鹿児島県）、国頭語、沖縄語、宮古語、八重山語、与那国語（沖
縄県）が記載されている。一つひとつの言語の歴史的な文脈、地理的、社会的、環境要因は異なるが、こうした言語の持
続可能性を考えるときにESDの概念を応用し、そこから学ぶことはできないだろうか。

ʯΛυΩϡϝϯτ͢ࡏݱౡのʮݹٶ Δ
ᴷফ໓ޠݴػةのޠݴ෮ڵ΁のΞϓϩʔνᴷ
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पԑにҐ置し͍ͯることで͋るɻまた、ة機ੈޠݴք地ਤ
の上に͸ݥة度が৭別͞Ε、アイψޠ͸「ۃΊͯਂࠁ

（DSJUJDBMMZ FOEBOHFSFE）」、ീॏ山ޠ、༩ಹ国ޠが「ॏ大な
、ޠ国಄、ޠԄඒ、ޠ機 sFWFSFMZ FOEBOHFSFE」、ീৎة
ԭೄޠ、宮古ޠが「ݥة」とࣔ͞Ε͍ͯるɻこのੈքのة
機ޠݴ地ਤ第⚓൛の編者で͋る.PsFMFZ （2010）によると、
6
000のݱଘするޠݴ͸21ੈل຤までに͸ͦの൒෼の3
000
になると༧ଌ͞Ε͍ͯると͍うɻ今ੈ3、ل
くのۙޠ000
がফ໓にවし͍ͯると͍う推ଌで͋るɻޠݴ
���ɹޠݴ෮ڵͱ&4%
ɹফ໓ة機ޠݴをޠݴとしͯशಘするメリット͸、学校教
育でॏཁと͞Εる「国ޠ」の日本ޠ΍「国際ޠ」のӳޠと
ൺֱすると͞΄Ͳ͡ײらΕな͍か΋しΕな͍ɻशಘしたと
しͯ΋、「͑࢖る」場΍相खがݶఆ͞Εͯおり、また、ݴ
教育の専໳的஌ࣝを持つ人的リιースが集中する都市かޠ
ら͸ڑ཭が͋る͹かりか、高等教育機関がな͍地域΋多͍
たΊ、࣮ݱ問題としͯこうした人的・෺的ڞに学शリιー
スが中ԝとൺֱしͯෆ଍し͍ͯること΋ࢦఠで͖るɻ
ɹこうしたޠݴ෮興の࣮ફに͸、ޠݴのशಘܭ画がෆ可ܽ
となり、ޠݴ話者を増΍すことが一つの目的となるɻ
ɹޠݴ෮興に際しͯॏཁなこと͸、ͦ ΕͧΕのޠݴに͸「฼
話者一人ͻとりに͸、家ޠ話者」が͍ることで͋るɻ฼ޠ
଒΍਌଒が͍ͯ、コϛュχティ΋͋るɻͦこで͸、शಘܭ
画のํ法΍ن໛としͯΉしΖ国からの義຿΍੍ڧのトップ
ダウンで͸なく、਎ۙなコϛュχティશମでޠݴ෮興にऔ
り組Ήと͍うҙࣝを持つことが一つのݤになると͑ߟらΕ
るɻͦうした「環境」をৢ成する上で͸、ESD（EEVDBUJPO 
GPS SVsUBJOBCMF DFWFMPQmFOUɿ持続可能な開発のたΊの教
育）のཧ念で͋る、「持続で͖る」、「（学शૉࡐの）開発」、

「ͦのたΊの教育」͸キーワードとなりうるɻ
ɹ阿部（2011�209）͸、ESDの「持続可能な開発のたΊの
教育」をೋつに෼け、Ҏ下のようにड़΂͍ͯるɻ一つ͸、

持続可能な開発のࢹ点としͯの「環境」、「ࡁܦ」、「ࣾ会」
で͋るɻこの基ఈに͸、自然環境の持続、すなΘち「෺࣭
॥環」と「生෺多༷性」が͋り、こΕによͬͯզʑの生׆
͸営まΕ͍ͯること΋͋り、ैͬͯ、「ࡁܦ」が私たち人
ྨのࣾ会的な෱རް生をҡ持し͍ͯるシステムͩと͑ߟΕ
͹、「ࡁܦ」͸զʑをऔりרく「環境」の一部ͩとみなす
こと΋で͖るɻつまり、⚓つのࢹ点͸、ಠ立し͍ͯると͍
うより΋、ॊೈにॏなり͋う΋のͩΖうɻ΋う一つ͸、「家
଒・ۙྡ・民଒・国家・ੈքと͍ͬたۭ間的ࢹ野」と「དྷ
ि・਺年ઌ・生֔・子ڙ達の生֔と͍ͬた࣌間的ࢹ野」を
広͛るたΊの教育が持続可能なࣾ会の形成につながると͍
うことで͋るɻ
ɹESDが、Ͳのような人間を育成するのかと͍うビジϣン
を、このようなࢹ点と、ۭ間的ࢹ野と࣌間的ࢹ野を広͛る
たΊの教育と݁ͼつけるので͋Ε͹、ͦのΰール͸ফ໓ة
機ޠݴのޠݴ෮興に΋ॏͶることが可能で͸な͍かɻ

̏ɽڀݚͱө૾ͱͷίϥϘϨʔγϣϯ

���ɹݹٶౡͷ֓ཁ
ɹ宮古島͸ԭೄ島から໿300Lmೆ西にҐ置するઌ島ॾ島の
一部で͋るɻ宮古島܈島͸、宮古島、大ਆ島、池間島、ҏ
ྑ部島、下地島、དྷ間島、多ྑ間島、ਫೲ島の⚘つの島ʑ
から形成͞Ε͍ͯるɻਤ⚒͸宮古島ॾ島の地ਤで͋るɻ

ɹͦの中でԭೄ県宮古島市͸、2005年に市ொଜが合ซ͞Ε、
で͸ਤ⚒にࣔした⚑から⚖の⚖つの島からなるɻ2018ࡏݱ
年⚒月にお͍ͯ、宮古島市の人ޱ͸総人54ޱ
516人で͋るɻ
���ɹݹٶౡͷ͜ͱ͹ɿΈΌʔ͘;ͭʢޠݹٶʣ
ɹࡏݱ、宮古ޠにつ͍ͯ、宮古島市શମでͲのくら͍の人
਺が話ͤるかなͲの話者に関する大ن໛ௐࠪ͸͞Εͯおら
ͣ、ͦのશମ਺͸Θからな͍ɻしかし、宮古ޠのޠኮ΍ମ
につ͍ͯ͸記ޠݴにつ͍ͯのௐࠪ͸一ఆ਺͋り、今後΋ܥ
ड़が͞ΕるͩΖうɻ
ɹ宮古ޠの研究の೉し͞͸、宮古ޠ಺のԻ੠、ޠኮのࠩが
大͖͍ことで͋るɻ੨井（2013）͸、宮古ޠの下Ґとしͯ、
宮古こと͹、大ਆこと͹、池間こと͹、ҏྑ部こと͹、多
ྑ間こと͹の⚕つを区෼したɻまた、宮古ޠ話者につ͍ͯ、

「宮古ޠをྲྀெに話すことがで͖るの͸͍ͩた͍60ࡀ代Ҏ

ਤ̍ɽϢωεコͷੈքͷޠݴػة地ਤ্ͷ日本
Ҿ༻ݩɿϢωεコੈքͷޠݴػة地ਤ（6/ES$0 Atlas of tIe World`s -angVages in 
Danger
 � 6/ES$0
 IttQ���www�VnesDo�org�langVages�atlas�）

ਤ̎ɽݹٶౡॾౡ
ग़యݩɿ.aQ�.iyaLo *slands $reatiWe $oNNonsにஶऀ͕൪号を෇ه。
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上で͋り、ͦΕより΋下のੈ代になると宮古ޠを話ͤな͍
ํが増͑、20ʵ30ࡀ代で͸聞͖औること΋೉しくなる」（੨
井
 2013�88）と͍うɻϖラール、ྛ（2012）ら͸、宮古ޠ
͸ೆླྀ球ޠにଐし͍ͯること͸֬かな΋のの、「宮古ޠ」と
͸͍͑、集མ͝とにҟなる宮古ޠのバリエーシϣンが͋り、
ͦの਺͸30から40の宮古ޠのํݴがଘࡏするとड़΂͍ͯるɻ
���ɹϑΟʔϧυϫʔΫͷؐݩɿ୭ͷͨΊͷڀݚͳͷ͔
ɹච者͸、ࣾ会ޠݴ学としͯফ໓ة機ޠݴの宮古ޠと日本
のバイリンガリズムをௐࠪする目的で2012年から宮古島ޠ
に௨͍࢝ΊたɻこΕまでに、宮古島市ٱদ中学校での⚓年
間に࿱るॎஅ的アクシϣンリサーチ、すなΘち໿40人の⚒
クラスの子Ͳ΋達の自らの自ଚײ৘にಇ͖かける教育࣮ફ
と中学生⚑年生のޠݴҙࣝのௐࠪ報告（藤田ラウンド
 
2015）、また、宮古島を۩ମྫとしͯ、ফ໓ة機ޠݴコϛ
ュχティの今後のޠݴ教育政策の՝題（藤田ラウンド
 
2016）をࣥචしたɻ
ɹݱ地に௨͍࢝Ίͯ⚓、⚔年目に宮古ޠ話者たちとの関܎
がख़したことから、こΕまでの学術的な報告΍࿦文で͸な
く、当事者のํʑにؐݩで͖るํ法としͯドキュメンタリ
ーのࡱӨを開࢝したɻ

̐ɽڀݚͱө૾ͷ྆໘͔ΒυΩϡϝϯτ͢ Δ

ɹ2015年⚓月から2017年⚗月までච者と研究協力者の෰部
かつΏ͖氏とがࡱӨをし、協議の上、෰部氏が編集をͬߦ
たのがドキュメンタリー映 （૾2018年⚘月׬成༧ఆ）の「み
Όーく;つのະདྷɿফ͑Ώく੠、生まΕる੠」で͋るɻฏ
成27ʵ29年度科学研究අ基盤研究（C）15K02659「日本のϚ
ルティリンガリズムの総合的研究ɿ多文Խڞ生につながる
教育をٻΊͯ」の成果で΋͋るɻ
ɹ࣍にドキュメンタリーの中から⚕つの場໘をऔり上͛るɻ
���ɹઌਓ͔Βͷԫۚݴ༿
஥間豊٢͞Μ（80
代・ٱদग़਎）

「アガタψ ウトΡ
ザϢズϠɹトΡナ
ズψϚスɻ͋がた
と͍うの͸ԕ͍਌
ੰより΋͍ۙྡۙ
所が͍͍ですよと
͍うことですよɻԕくの਌ੰより΋ྡۙ所の人が͍͟と͍
う࣌に͸ॿけになるとɻԕくの਌ੰよりۙくのଞ人と͍う
ことですよɻཔりになるの͸子ڙより΋ԕくに͍る子ڙよ
り΋ͦこの宮古の਎ۙに͍るྡۙ所の人が力になͬͯくΕ
るとɻこう͍う෩な、宮古の、ੲのઌ人たちのくがにくと
͎͹なΜですよɻ」
ɹくがにくと͎͹（ԫۚݴ༿）と͸֨ݴのことで、ઌ人た
ちの஌ܙ（Ҩ࢈）で΋͋るɻ宮古ޠの֨ݴ͸਺多く͞࢒Ε
ͯおり、80代、90代の島民の日常生׆の中で͸͍まͩに࢖
ΘΕ͍ͯるɻ
���ɹ͸ʔΓʔʢस૨͗ʣͷ記Ա
ᢛಹ೼チϤ（90代・ٱদग़਎）

ᢛಹ೼シρ（80代・
（দग़਎ٱ
シρɿフχクズΡ

チϠɹϛドΡン
Ϡ、ΰチιウϢɹ
ツフィɹシャー
カカラウ、ツフ
ィーウツギシティ

ʨ स૨͗（͸ーりー）に͸、ঁ性͸ޚ஘૸をͯͬ࡞、ૣ朝
から͍ͦがしかͬたɻ࡞りऴ͑ͯから ʩ
チϤɿフχクズΡチϠ、パタϢɹアギɹイズアアガズンチ
ʨ स૨͗（͸ーりー）と͸、ضを上͛西東と ʩ
ɹ͸ーりー͸、ԭೄ県શ域でྐྵچの⚕月⚔日の日にߦΘΕ
るւਆ祭で͋るɻチϤ͞ΜたちのॅΉٱদで͸、今で΋、
ّࣜのئޚ（うがΜ）͹ーりー、チーム対߅戦、ٱদ఻౷
事で͋るɻϞϊがগなかͬߦ子෣、す΋う͸集མの一大ࢰ
た࣌代、ঁ性たちが๩しくと΋、ތらしく、҉͍うちから
準備をし͍ͯたϋレの日のૣ朝の੎͍͸今͸な͍ͩΖうɻ
���ɹํࡳݴͷ記Ա
ᢛಹ೼義඙（70代・
（দग़਎ٱ
ᢛಹ೼ত༤（70代・
（দग़਎ٱ
ত༤ɿ今のए͍子

に͸ํݴのܧঝ
が で ͖ な ͍ ঢ়
ଶ、ඪ準ߦྭޠ
で͖たからͶɻੲ͸ํͬ࢖ݴたら大มͩͬたΜͩよɻേ
͞Εͯɻ

藤田ラウンドɿ今ちΐうͲͦの話をし͍ͯたとこΖなΜͩ
けͲ、΍ͬͺりํࡳݴ

ত༤ɿํࡳݴ、࿓下に立た͞ΕͯͶɻ
藤田ラウンドɿ͋ͬたΜですͶɻ
ত༤ɿうΜ、授業΋डけらΕな͍ぐら͍のݫേͩͬたよɻ
ɹ๻ら͸࿓下に立た͞Εたよɻ
ɹٱদߓړを௨りかかͬたおೋ人と話し࢝Ίると、宮古ޠ
のܧঝの話から、学校のํࡳݴ、ඪ準ߦྭޠの話にまでٴ
ΜͩɻͦこからΘかͬたこと͸、ඪ準ޠを࢖うことが今ि
の目ඪで͋り、「ඪ準ߦྭޠ」͸教室のࠇ൘に΋書かΕ、
学校શମでߦΘΕ͍ͯたことで͋るɻ
���ɹຽ࿩ʮ௨Γ஑ͷਓڕͷ࿩ʯ
担任教師ɿ௨り池の人ڕの話ɻੲ、下地島に͖Ͳまりと͍

うଜが͋ͬたͦうですɻଜに͸東と西にฒΜͩೋݢの家
が͋りましたɻ͋る൩東の家の主がړにग़ͯ、一ඖのෆ
とڕを௼りましたɻͦΕ͸、಄が人の形でମ͸ڕ議なࢥ
͍う௝し͍、よなたま、人ڕでしたɻ

本読みϘランティアɿよなたまー、よなたまーɻ
ɹ2016年度にٱদ小学校の⚕年生、⚒クラス合同の特別授
業の中で、宮古島市ҏྑ部に఻Θる「よなたま（人ڕ）」
の民話が題ࡐとなͬたɻ担任教師͸日本ޠで、本読みϘラ
ンティア͸宮古ޠで読み͋͛る授業ͩͬたが、⚑年൒後に
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Կ人かの子Ͳ΋達に聞͍たとこΖ、この民話と授業をよく
͍֮͑ͯたɻ
���ɹౡͷ͓͹͋ͨͪʹΠϯλϏϡʔ

宮古島市の北にҐ置する池間島（人ޱ໿600人）で͸、
NPO法人͍けま෱ࢱ支援センター・池間͍͖͍͖教室の
高ྸ者たちが׆༂するɻ中学生が総合学शの࣌間でお͹͋
たちにऔࡐ、パワーポイントにまとΊ、最後にお͹͋たち
のલで発表し、学ಐの子Ͳ΋達΋お͹͋たちから宮古ޠ（池
間ޱ）をशうなͲ、お͹͋たち͸ຖ年ଔ業ࣜに΋ग़席し、
島の子Ͳ΋たちの成長を見कるɻ

̑ɽ͓ΘΓʹ

ɹޠݴ政策と͍うաڈが͋り、ͦのաڈによͬͯ΋たら͞
Εたফ໓のة機にවし͍ͯるޠݴが͋るɻしかし、ࡏݱで
΋80ʵ90代͸日常生׆でみΌーく;つを話すことが多͍ɻ
下のੈ代͸、聞͍ͯཧղ͸で͖るが上のੈ代΄Ͳの豊かな
ኮ力͸な͍ɻޠ
ɹしかし、宮古ޠのະདྷのたΊに、࣌ݱ点で΋で͖ること
͸͋るɻաڈに໭るので͸なく、ैདྷと͸ҧうํ法で「ݱ
野を広͛ることがࢹ野と࣌間的ࢹを記ड़する、ۭ間的「ࡏ
可能か΋しΕな͍ɻ新たな宮古ޠの話者を育ͯるたΊに「ݱ
Ε͍ͯるのͩΖうɻ今後΋、ドキュメン͞ࢼがܙの஌「ࡏ
タリーなͲのデジタル映૾で「ࡏݱ」を記ड़することで、
ফ໓ة機ޠݴの持続可能性の議࿦につな͍͖͛ͯた͍ɻ

Ҿ༻文ݙ
CBSSPMM
 5�（2001）-BOHVBHF QMBOOJOH BOE MBOHVBHF 

DIBOHF JO JBQBO� EBsU "sJBO QFSsQFDUJWFs� 3JDImPOE�
SVSSFZ� CVS[PO PSFss�

FVKJUB�3PVOE
 S� � .BIFS
 J�C�（2017）ʞ-BOHVBHF PPMJDZ 
BOE PPMJUJDBM *ssVFs JO EEVDBUJPOʟ JO 5� .DCBSUZ � S� 
.BZ （FEs�） EODZDMPQFEJB PG -BOHVBHF BOE EEVDBUJPO 

（3SE FEJUJPO）
 7PM� 1
 N:� SQSJOHFS
 491�505
.PsFMFZ
CISJsUPQIFS （FE�）（2010） "UMBs PG UIF 8PSME`s 

-BOHVBHFs JO DBOHFS
 3SE FEJUJPO PBSJs
 6NESCO 
PVCMJsIJOH� OOMJOF WFSsJPO� IUUQ���XXX�VOFsDP�PSH�
DVMUVSF�FO�FOEBOHFSFEMBOHVBHFs�BUMBs

阿部治「持続可能なࣾ会とESDの໾ׂ」ௗۢࣂඒ子・野  
田研一・ฏլਖ਼子・小山࿱編ஶ『ҟ文Խコϛュχέーシ
ϣン学΁のট଴』みすͣ書๪、2011、QQ�200�217

੨井൏人「『宮古ޠ』֓આ」ԭೄ大学地域研究所編『ླྀ球
ॾޠの෮興』ෙཀ書๪ग़൛、2013、QQ�87�98

イ・Ϥンスク『「国ޠ」と͍うࢥ૝』ؠ೾書ళ、1996
テッサ・Ϟーリスʹスズキ『日本を࠶発明する─࣌間、ۭ

間、ネーシϣン』Ҏ文ࣾ、2014
藤田ラウンドੈ޾「学校教育の中でܧޠݴঝ΁のؾづ͖を

育ͯる─ԭೄ県宮古島市での自ଚײ৘につな͛る教育࣮
ફ」『教育研究』7PM�57、2015、QQ�175�182

藤田ラウンドੈ޾「ফ໓ة機ޠݴコϛュχティから日本の
木隆෉・ジܡ「から؍ܠる─宮古島の؍教育政策をޠݴ
ϣン C�Ϛーϋ編ஶ『ޠݴ෮興のະདྷと価஋─ཧ࿦的ߟ
QQ�47�68、2016、ࣾݩࡾ『と事ྫ研究࡯

ϖラール・トϚˍྛ由՚「宮古ॾํݴのԻӆ」木部ெ子『ফ
໓ة機ޠݴのௐࠪ・อଘのたΊの総合的研究』国立国ޠ
研究所、QQ�13�51

ࡌهՄをಘͯڐͷࢯ理ղ教ҭʯಛผत業 ⡥さど΍ま͍ͤ͜ࡍࠃͷʮ（学ܳ大学݉೚講師ژ౦）ࢯ෉޾ݩɹળߍদখ学ٱ立ࢢౡݹٶ

૯߹学शͷ࣌ؒでަྲྀ る͢ݹٶౡࢢ立஑ؒத学ੜと͍ ͖͍ ͖教ࣨͷऀྸߴ

౻ాラ΢ンドੈ޾（;ͨ͡Β͏Μど・さͪよ）جࡍࠃಜ教
大学٬һ।教त。ESD研究所ಛ೚研究һ。جࡍࠃಜ教大
学大学Ӄमྃ（教ҭ学博士）。専門は、ࣾձޠݴ学、Ԡ༻
学、異文化コミュニケーション。研究ςーϚは日本ͷޠݴ
ϚϧςΟリンΨリζϜ、όΠリンΨϧ教ҭなど。ۙ年ͷग़
൛෺は、'VKita�RoVnd
 S� � .aIer
 +�$�（2017）ʞ-angVage 
1oliDy and 1olitiDal *ssVes in EdVDationʟ in 5� .D$arty 
� S� .ay （eds�） EnDyDloQedia of -angVage and EdVDation 

（�rd edition）
 7ol� 1
 /:� SQringer
 ��1�505、ଞ͕͋る。




